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１．実証実験の目的

■大阪・関西万博のＳＤＧｓの達成に貢献

●さまざまなシステムが接続するＥＭＳ-ＡＩプラットフォームを実装
し、ＩｏＴ、ＡＩ、ビックデータの活用により、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の実現に
貢献

●ＥＭＳ-ＡＩのエネルギー・マネジメントにより環境負荷を低減し、
持続可能性を追求する大阪・関西万博のＳＤＧｓの達成に
貢献

●〈いのち輝く未来社会〉を見据え、エネルギー使用量
の削減だけでなく、人がより輝くための
快適制御にもチャレンジ
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２．実証実験の実施体制

■ＥＭＳ-ＡＩのコア技術は東京大学発ベンチャー企業ＭＵＴＲＯＮが保有

■1944年9月設立

■建設業許可15業種/従業員数7,995名/
国内(事業所126拠点・関係会社14社)/
国外(事業所5拠点・関係会社8社)/
売上高4,937億円(単独)・5,667億円(連結)/
海外施工実績国数90カ国 ※２０２２年３月時点

■2019年8月Mutronに出資､業務提携､省エネ
蓄エネ､創エネ制御の精度向上､EMSのプラット
フォームの開発を両社で取り組んでいる

｢エネルギー｣｢環境｣｢情報｣を
三本柱とする総合設備工事会社

建築設備の制御を行う
AIコントロールシステムの開発・運営する

東京大学発のベンチャー企業

■2019年4月設立の大学発ベンチャー

■全国で200件以上建物の導入実績

■建物固有のビックデータをクラウドに蓄積、
ＡＩで分析したデータにより建築設備を最適
制御、省エネに貢献

◆ホームページ
https://www.mutron.co.jp
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蓄電池エアコン 熱源機集中
コントローラ
（エアコン用）

ＡＩ分析サーバ データ蓄積サーバ

気象予測データ

中央監視装置

ＡＩコントローラ

受電盤

パワーコンディショナ
（ＰＣＳ） 太陽光パネル空調機

施設管理者

お客さま施設 クラウド

空調設備 蓄電池設備 太陽光発電設備

インターネット

インターネット
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３．ＥＭＳ-ＡＩの概要

■ＥＭＳ-ＡＩ/ＡＩを活用したエネルギー・マネジメント・サービス

【システム構成】

※ＥＭＳ-ＡＩ：イー・エム・エス・エー・アイ/Energy Management Service supported by Artificial Intelligence technology

ＥＭＳ-ＡＩのサービス範囲
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４-１．実証実験①-ＥＭＳ-ＡＩプラットフォームの実装

■Ｋ-ＢＯＸによる空調設備と各種システムとのデータ連携

【ＥＭＳ-ＡＩプラットフォーム】

※Ｋ-ＢＯＸ（Ｋｉｎｄｅｎｅｒｇｙ Ｂｏｘ）は､コンピュータ機能や通信機能などをオールインワンとした当社が独自に開発中のＥＭＳ-ＡＩのキーデバイス。

ガイドラインで提示
（各パビリオン）

来場者

ＥＶ
運行管理
システム

Ｋ-ＢＯＸ

入場管理
システム

Ｋ-ＢＯＸ

気象予測
システム

サイ
ネージ

スマート
フォン

地域
冷暖房
（ＤＨＣ）

Ｋ-ＢＯＸ

ＥＭＳ-ＡＩクラウド

省エネ 蓄エネ 視える化

温湿度
センサ

電力量
センサ

ＣＯ２

センサ

ミックウェア
クラウド

人流監視
システム

Ｋ-ＢＯＸ

各パビリオン

ビル
マルチ
エアコン

ＫＮＸ

Ｋ-ＢＯＸ

※２

空調機

ＢＡＣｎｅｔ

Ｋ-ＢＯＸ

ビル
マルチ
エアコン

ｈｔｔｐ

Ｋ-ＢＯＸ

外調機

Ｍｏｄｂｕｓ

Ｋ-ＢＯＸ

ＥＶ
充電器

Ｋ-ＢＯＸ

分散型
蓄電池

Ｋ-ＢＯＸ

ＳｉｇＦｏｘ
クラウド

ＳｉｇＦｏｘ
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エエきも値（快適性評価）

快適性

低
（アカン）

快適性

高
（エエ）

サイネージスマートフォン

会場の「エエきも値」分布

ＥＭＳ-ＡＩ

データ分析

視える化

照明

空調

香り空調

気持ち
よい

心地
よい

快適

建築設備の

「エエきも値」制御

体温

視線
（視覚）

匂い
（嗅覚）

表情
（喜怒哀楽）

汗

騒音
（聴覚）

視線センサ

臭気センサ

サーモグラフィ

カメラ認識

騒音計

データ収集

バイタルセンサ「ミャクミャクウォッチ」のイメージ

【「エエきも値」制御】 ※イメージ
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来場者を「エエきも値」の高い環境
(快適な空間)へ誘導する

【「エエきも値」分布（例）】 ※イメージ

混雑しているエリア

閑散としているエリア
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５．実証実験の効果検証

■省エネルギー効果・快適性と省エネルギーの関係の検証

●空調設備の最適化運転による省エネ効果の検証

●気象予測、来場者予測、人流などの情報の連携による
省エネ効果上昇の検証

▲
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

一般的な
自動制御

ＡＩ制御
ＡＩ制御
＋

外部サービス

▲
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

一般制御

ＡＩ制御

ＡＩ制御
+

バイタル
センサ

がまんの
節電

快適性
重視制御

快適

増エネ

省エネ

不快

●快適性と省エネルギーの関係（両立）の検証

●会期中のＡＩ学習効果の検証

実証実験① 実証実験② 快適性評価値 「エエきも値」の開発ＥＭＳ-ＡＩプラットフォームの実装

快適性 省エネ
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６．実証実験のスケジュール

■ＥＭＳ-ＡＩプラットフォーム実装までのスケジュール

２０２１年度 ２０２２年度年 度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度

万博会期設計 工事

施設整備
●パビリオンＡ

●パビリオンＢ

●パビリオンＣ

●テーマ館

●営業/催事施設･迎賓館等

大阪・関西万博

ＥＭＳ-ＡＩ実証実験

●Ｋ-ＢＯＸインターフェース
●省エネルギー対象範囲 など

システム開発

実装・試運転調整

実証実験 撤去工事

各パビリオンとの情報共有

※撤去後のＫ-ＢＯＸは
当社の事業所の
省エネ制御に再利用



私たちは 優れた設備とサービスを創造し
社会のインフラを支え

明るく豊かな未来の実現に貢献します

11Ver3.0



《付録》
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■Ｋ-ＢＯＸによる空調設備と各種システムとのデータ連携

入力/インプット情報

●室内温度

●室内湿度
●室内ＣＯ２濃度
●空調機消費電力
●室内温度設定値
●受電電力
●蓄電池ＳＯＣ（充電率）
●気象予測情報
●来場者予約情報
●人流データ

出力/アウトプット情報

●需要電力予測値

●発電量予測値
●空調負荷予測値
●蓄電池充放電指令
●空調機外気モータダンパ
開度指令

●空調機インバータ
周波数指令

Ｋ-ＢＯＸ

標準
インターフェース

付録１．実証実験①-ＥＭＳ-ＡＩプラットフォームの実装

ＥＭＳ-ＡＩは、省エネ技術を活用してＳＤＧｓの取り組みに貢献

■07. エネルギーをみんなにそしてクリーンに
■09. 産業と技術革新の基盤をつくろう
■11. 住み続けられるまちづくりを
■13. 気候変動に具体的な対策を

【Ｋ-ＢＯＸを利用した入出力情報（例）】
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入力/インプット情報

●温湿度等の環境データ

●来場者の位置情報

●会場の混雑状況

●来場者のバイタルサイン

●来場者の表情/しぐさ

出力/アウトプット情報

●「エエきも値」制御
バイタル情報を活用し、

「エエきも値」の高い快適環境
を創出する制御
※「エエきも値」分布などに利用

標準
インターフェース

Ｋ-ＢＯＸ

ＥＭＳ-ＡＩは、省エネ技術を活用してＳＤＧｓの取り組みに貢献

■03. すべての人に健康と福祉を
■07. エネルギーをみんなに

そしてクリーンに
■09. 産業と技術革新の基盤をつくろう
■11. 住み続けられるまちづくりを
■13. 気候変動に具体的な対策を

付録２．実証実験②-快適性評価値「エエきも値」の開発

■バイタル情報を活用した建築設備の「エエきも値」制御

【Ｋ-ＢＯＸを利用した入出力情報（例）】


